
 令和８年度多賀城市住宅窓断熱改修補助金 

ガイドライン 

 

 

申請の前に、令和８年度多賀城市住宅窓断熱改修補助金要綱及びこの手引き

をご確認願います。 

 

 

【交付申請受付期間】 

令和８年４月１日（水）から 

令和８年 12 月２５日（金）まで 【必着】 
（市へ到達したものが有効となります（消印有効ではありません。）） 

※交付申請受付期間内に予算額に達した場合は、達した日に到着した全て

の交付申請書（不備のあるものを除く。）の中から抽選で補助金交付対象

者を決定します。 

※提出については原則電子申請又は郵送のみで受け付けます。窓口に持参

された場合でも、その場で確認・審査は行いませんので、あらかじめご了

承ください。 

※郵送代は申請者本人の負担になります。 

※郵送する際の封筒等は申請者でご準備いただき、忘れずに差出人を記載

してください。 

▼電子申請はこちら  ▼代理申請はこちら 

 

 

 

 

  

 

【対象となる要件】 
 ● 国補助事業を実施した者で、国補助金の交付額確定通知書の確定通知日

が令和８年４月１日以降である者 

 ● 引き続いて市内に住所を有する市民又は市内に有する住宅を賃貸に供す

る賃貸人のいずれかであること 

 ● リフォーム対象住宅の所在地が市内である国補助事業の交付額確定通知

書を受領している者 

 ● 市税を滞納していない者 

  

 

【問合せ先・申請書提出先】 
  多賀城市都市産業部環境施設課資源環境係 

〒985-8531 多賀城市中央二丁目１番１号 

  TEL：022-368-4126  FAX：022-368-9069 

  



１ 事業の目的                        

 本市では、ゼロカーボンシティ宣言を表明し、2050 年までに二酸化炭素排

出量の実質ゼロを目指しており、市域から排出される二酸化炭素排出量削減の

取組みを推進しています。 

 本事業は、住宅の窓断熱改修を実施する市民及び賃貸人に対して予算の範囲

内で補助金を交付し、市内の既存住宅の高断熱化を促進することで、地球温暖化

の防止、地球温暖化に起因する健康被害（熱中症やヒートショック）の予防及び

住環境の改善による市民生活の質の向上を図っていくものです。 

 

２ 補助対象者及び交付要件について               

 以下の全ての要件を満たしている必要があります。 

□ みらいエコ住宅 2026事業（既存住宅のリフォーム（開口部の断熱改修））、

先進的窓リノベ 2026事業又は既存住宅における断熱リフォーム事業（以

下「国補助事業」という。）のいずれか実施した者で、国補助金の額の確定

通知日が令和８年４月１日以降である者 

 □ 引き続いて市内に住宅を有する市民又は市内に有する住宅を賃貸に供す

る賃貸人のいずれかであること 

 □ リフォーム対象住宅の所在地が市内である国補助事業の交付額確定通知

書を受領している者 

□ 市税を滞納していない者 

 

３ 補助対象工事について                   

国補助事業の区分に応じ、当該各号に定める工事とする。 

ただし、ドアの交換は窓の改修と同一契約内で断熱性能の高いドアに改修す

る場合に限り補助対象工事とする。 

 

 ガラス交換 内窓設置 外窓交換 ドア交換 

みらいエコ住宅

2026 事業 
○ ○ 

○ 

※カバー工法 
○ 

先進的窓リノベ

2026 事業 ○ ○ 

○ 

※カバー工法及

びはつり広報 

○ 

既存住宅における

断熱リフォーム事

業（トータル断熱） 

○ ○ 
○ 

※カバー工法 
○ 

既存住宅における

断熱リフォーム事

業（居間だけ断熱） 

× ○ 
○ 

※カバー工法 
× 



４ 補助金額                          
住宅窓断熱改修工事に要する経費の額から、国補助事業に係る補助金（みらい

エコ住宅 2026事業および既存住宅の断熱リフォーム支援事業については、総

工事費に占める住宅窓断熱改修工事費の割合により按分した額。先進的窓リノ

ベ事業の補助金は当該窓工事に限定されるため按分を要しない。）を控除して得

た額に２分の１を乗じた額（千円未満切り捨て）と、１０万円とを比較して、い

ずれか少ない額 

 （例）みらいエコ住宅 2026事業を実施した場合 

     総工事費：200万円（A） 

（内訳：住宅窓断熱改修工事費 150万（B）、 

その他の工事 50 万） 

     総工事費に占める住宅窓断熱改修工事に要する経費の割合 

          150万円÷200万円＝0.7（C） 

     国補助事業の交付決定額：100 万円 

     国補助事業の補助金額：100 万円×0.7＝70万円（D） 

     自己負担総額：150万円-70 万円＝80万円（E） 

     市補助額：80万円×1/2＝40 万円≧10万円（F） 

     補助金交付申請額：10万円 

 

【様式第１号（抜粋）】 

※補助金の交付は、１回までです。 

 

 

 

 



５ 補助金の交付申請                      
 補助金の交付を受けようとする方は、国補助事業の補助金交付額確定通知書

を受領した後に、以下の書類を市へ提出してください。 

 

  

提出書類 注意事項等 

①交付申請書兼請求書 

・市指定の様式を使用（市ホームペー

ジ、市役所等の一部の施設で入手可能

です。） 

②国補助事業の交付額確定通知書

の写し 

・補助事業者名又は共同事業者（工事

発注者）、リフォーム対象住宅の住所、

交付決定日、交付決定額が確認できる

もの  

③工事費及び住宅窓断熱改修工事

に係る経費の内訳が示されている

書類の写し 

・工事請負契約書、注文書・注文請書

又は見積書の写し等 

④全ての住宅窓断熱改修工事につ

いて実施前及び実施後の状況を確

認することができる写真 

・工事前後の写真は同じ画角から撮影

し、同一箇所の工事であることがわか

るもの 

（賃貸人のみ） 

⑤市内に有する住宅の所有を証す

る書類 

・当該住宅の登記事項証明書 

⑥補助金受領者名義の振込先口座

が確認できる書類（預金通帳等）の

写し 

・金融機関名、口座番号、口座名義人

が分かるもの 

⑦市税を滞納していないことを証

する書類 

・補助対象者の完納証明書 

・申請者が市内に住宅を有する市民の

家族の場合は、市内リフォーム住宅に

居住する者（世帯主）の完納証明書 

・申請者が賃貸人の場合は、当該住宅

の固定資産税を滞納していないことを

証する書類（納税証明書） 



６ 委任及び代理受領                     
 本事業は、委任状（市指定の様式）等により、補助対象者以外が申請者になる

ことができます。また、補助金を代理受領することも可能です。 

 リフォーム施工業者等へ本事業の申請、請求、補助金の受領の権限を委任する

場合は、以下の書類を上記５の書類に加えてに市へ提出してください。 

 なお、交付申請書等受理後に事実確認のため、補助対象者（委任者）へ電話連

絡することがあります。 

 

 

 

 

 

 

  

提出書類 注意事項等 

①委任状 

・市指定の様式を使用（市ホームペー

ジ、市役所等の一部の施設で入手可能

です。） 

・住所、氏名は本人確認書類に記載さ

れている内容と同一のものを記入して

ください。 

②委任者及び代理人の本人確認書

類の写し 

・委任者及び代理人の運転免許等の写

し 

・代理人の名刺等（会社情報が分かる

書類）  

③住宅窓断熱改修工事に係る領収

書の写し 
 



６ 補助金交付決定及び補助金の振込について                     
 申し込みされた補助金交付申請書は、審査を経て交付決定します。その後請求

書に記載の指定口座に振り込みます。 

 

 (1) 審査 

   受領した申請書・添付書類について、交付要件等を満たしているかの所定

の審査を行います。書類に不備等がある場合は、市から申請者に連絡をしま

す。 

  ※書類に不備がある場合は、有効なものとはみなしません。全ての書類が整

った段階で、有効なものから先着順に受理します。 

  ※交付申請受付期間内に予算額に達した場合、達した日に到着した全ての

交付申請書（不備のあるものを除く。）の中から抽選で補助金交付対象者

を決定します。 

 

 (2) 補助金交付決定 

   審査の結果、申請内容が適正であると認められるときは、申請後から３週

間を目安に「令和８年度多賀城市住宅窓断熱改修支援補助金交付決定兼補助

金確定通知書」を送付します。 

 

 (3) 補助金の振込 

   「令和８年度多賀城市住宅窓断熱改修支援補助金交付決定兼補助金確定

通知書」を送付後、１か月を目安に指定振込先口座に補助金を振り込みま

す。 

   ※振込通知は発行しませんので、直接口座を確認してください。 

 

 【イメージ図】 

 

 



７ その他                            
 (1) 補助金交付決定者が以下のいずれかに該当する場合は、補助の交付決定

を取り消し、既に交付した補助金の返還をしていただきます。 

  ア 偽りその他の不正の手段により補助の交付を受けたとき。 

  イ 「令和８年度多賀城市住宅窓断熱改修支援補助金交付要綱」の規定に反

したとき 

 

 

８ よくある質問                        
Ｑ１．これから断熱性の高い窓へリフォームしますが、補助対象となる窓はど

んな窓ですか。 

Ａ１．国の「みらいエコ住宅 2026事業（既存住宅のリフォーム（開口部の断

熱改修）」、「先進的窓リノベ 2026 事業」又は「既存住宅における断熱リ

フォーム事業」のいずれかで補助対象となるものが対象です。 

 

Ｑ２．国補助事業の交付額確定通知書の日付が令和８年３月３１日でしたが、

対象になりますか。 

Ａ２．対象になりません。国補助事業の交付額確定通知書の日付が令和８年４

月１日以降の方が対象となります。 

 

Ｑ３．申請者は誰にしたほうが良いですか。 

Ａ３．国補助事業における共同事業者（工事発注者）が申請してください。（既

存住宅における断熱リフォーム事業実施の場合は、申請者が申請してくだ

さい。） 

   なお、工事業者への委任により、工事業者が申請者になることも可能です。 

 

Ｑ４．工事前の写真がありません。省略して申請はできますか。 

Ａ４．工事前の写真を省略することはできません。リフォーム業者は国補助事

業申請時に工事前の写真を提出しているので、リフォーム業者に写真デー

タをもらってください。 

 

Ｑ５．多賀城市外に住む子が多賀城市内の実家のリフォーム費用を負担し、国補

助事業の補助金をもらいましたが、対象になりますか。 

Ａ５．対象になります。 

その場合、国補助事業の共同事業者（工事発注者）（既存住宅における断

熱リフォームの場合は、申請者）であるお子さんが申請者になります。 

なお、添付書類の一つである完納証明書は、お子さんではなく、当該リフ

ォーム住宅に居住する者（世帯主）のものを添付してください。 

 

Ｑ６．子が、リフォーム費用を負担した私（母）の代わりに申請できますか。 

Ａ６．申請者の承諾のうえ、申請の交付及び請求の手続きを代わりに行うことは



可能ですが、お子さんが申請者になることはできません。 

 

Ｑ７．ネット銀行を利用しているため、預金通帳やキャッシュカードがありま

せん。どうすればいいですか。 

Ａ７．ご利用のネット銀行のマイページ等を画面印刷し、交付申請書兼実績報

告書に添付してください。（金融機関名、口座番号、口座名義人がわかるよ

う印刷してください。） 

 

Ｑ８．補助対象者から委任を受けて代理人として補助金の申請をします。完納証

明書は誰の完納証明書を添付しますか。 

Ａ８．当該リフォーム住宅に居住する者（世帯主）のものを添付してください。 


